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 土木研究所では三宅島に観測斜面を設置し，水文観測を実施している．その際，転倒マス式雨量計のチェッ

ク用として，ポリタンクに降水を採取し，観測期間ごとの全雨量を測定している．このポリタンクから採取された

降水について，主要化学組成の分析を産総研にて行った． 

 降水の採取は 2003 年 8 月から開始され，2004 年 11 月まではほぼ 1 ヶ月ごとに採取されている．ポリタンク

は全部で 8 つ設置されており，その容積は 20 リットルで，ロート径は 18cm となっている．特に東斜面では火口縁

から海岸に向かって直線的に 5 つのタンクが設置されており，火口縁からの距離は 600m，800m，1400m，2100m，

2500m となっている． 

 分析の結果，得られたすべての降水の pH は 5.6 以下であり，明らかに酸性雨であった．主成分は，硫酸イオ

ンもしくは塩化物イオンである．三宅島では火口から大量の火山ガスが噴出しており，特に S02 の放出量は

3000t/day から 10000t/day ほどと測定されている（気象庁の 2003 年から 2004 年の観測より）．東斜面では，火口

から離れるにしたがって硫酸イオン濃度が減少する現象が観測された．よって，その際の降水の硫酸イオンの主な

起源は，火山ガスと考えられる．2004 年 7 月には，火口縁から 800m の東斜面で，pH3.8，硫酸イオン 5600mg/L と

いう高濃度の酸性雨を観測した．この値は蒸発の影響を受けていると思われるが，この期間を除いたこの場所の硫

酸イオン濃度の平均値を計算しても，2004 年 11 までの期間で 110mg/L となっている． 


